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i は じ め に

ハイプリットカラーは、花色が豊富な球根切り花で、

福島県では高冷地を中′)に栽培されている。切り花終了

後の球根は、掘り上げて貯蔵され、翌年の切り花生産に

再利用されている。しかし、多くの球根は栽培中に腐敗

したり、または生育が不十分であるため再利用できる官」

合が低いことが問題となつている。このため、球根の安

定生産技術の確立は、導入コストの高い球根の補充を少

なくして経営を安定させるとともに、産地の維持拡大を

図る上で重要である。

ハイプリッドカラーは、ニユージーランドで育成さ

れており、その生理生態や栽培条件については未解明な

部分が多い。これまでに、栽培中の地温を 25°C以下
に

抑えることによつて、切り花や球根の生育が優れ
ること

や、栽培上壊の酸度をpH(H20)66程度に保つと、生

育が良好であることなどが分かつている。本
研究では、

これらの結果をふまえて栽培土壌の水分と生育お
よび球

根腐敗との関係について検討を行な
つた。

無加温ガラス温室(68ポ )で行
つた。

(1)供試品種

赤色系の 3品種、マジエステイツク
レッド(赤 )、 キヤ

ンテイ(紫 )お よびホツトシヨツト(オ
レンジ)を 用いた

(い ずれもニユージーランドから
の輸入球根 )。

0)試験区の構成

栽培「L壌の水分は、pFセ ンサーと電磁弁を用
いてか

ん水を制御し、pF20～ 22(少水分区)お よび
pF15

～ 17(多水分区)に調整した。かん水の制l御
は、2003

年 7月 8日 から開始した。

栽培床は隔離ベンチを用い、球根
1球当たりの用上量

は 9、 上質は砂壌土を使用した。試験区
の規模は 1区 10

球の 2反復としたo

(3)栽培概要等

球根はジペレリン50ppmに 浸漬処理した後
、2003年 6

月 30日 に定植したo栽植様式は条間 20cm、 株
問 20cm

また、多水分区における球根腐敗の発生率は品種
によ

2試 験 方 法
る差がみられ、ホツトシヨツトが 90%と 最も多く、

マ

ジエステイツクレツドは 35%と少なかつた (表 1)。
試験は、2∞3年に福島県農業試験場いわき支場

内の

の 4条植えとした。施肥量は la当 たりN成分量 1 0kg、

P20`成 分量 l llkg、 ●0成分量 1 2kgと し、上壌酸度を

pH(H20)66程度に調整した。

地温は平均 25°C以下となるように、栽培ベンチ内に

埋設した塩ビパイプに地下水を通水して制御 した。さら

に、遮光率 40%の アルミ蒸着寒冷紗を被覆して遮光管

理した (被覆期間は 2∞3年 8月 4日 ～ 9月 26[ヨ )。

(4)調査

球根腐敗の調査は、茎葉が軟腐症状を示し、特有
の腐

敗臭が認められた時点で、その株を腐敗とした。ま
た、

花芭が十分に展開した時点を開花時期とし、採花
して切

り花の調査を行つた。

3 試験結果および考察

①

講膚麿[よ る球根腐は 多水分日ま各品種とも切 り

花の開始時期の頃か o発生し始めたが、少水分区
では球

根腐敗はみられなかつた (図 1、 図
2、 図 3)。

(7盟花時期

ティックレツドとキヤンテイの少水分区
は、

こ125キじ書;1:集雰楊」;[ゝ T傷児懲贔史ち塁
はみられなかつた (表 1)。

(:Fり
僣貫「『 り花重は、少水分区が多水分区

と比べて

ホットシヨツトでやや減少するが、
マジエステイツクレ

ット、キャンテイではやや増加する傾向
がみられた (表

1)。 切り花本数は、各品種とも少水分区
がやや増加す

る傾向かみられた (表 1)。
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育が良好であることが確認できた。また、品種によって

は、開花時期がやや遅くなるものの切り花長、切り花重

および切り花本数への影響はないと思われた。なお、本

研究は、栽培中の地温を 2D℃以下に抑えた条件で実施

α)

したため、この地温より高い条件での上壌水分の多少に

よる生育への影響については未検討である。
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図 1 土壊水分の違いと球根腐敗発生の経過
(マ ジェスティックレッド)
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図 2 土壌水分の違いと球根腐敗発生の経過
(キ ャンティ)
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図3 土壌水分の違いと球根腐敗発生の経過
(ホ ツトシヨツト)

表 1 かん水管理及び品種の違いによる切り花の生育及び球根腐敗の発生

品種 土壊水分  始期  盛期  終期 切り花長 切り花重 本数 発生率3)

…。′鶴……・ラ:・‐…・‐1」・……ib・……・13‐
‐‐1:究……・鶴‐‐・…‐:]‐―…|:……‐・b:‐
9/8     77     32     25       0_

fpFセンサーを用い設定した つようにか

2)切り花 :始期(10%切り花時)、 盛期(50%切り花い 、終期(9o%切り花D
3)球根腐敗 :最終調査時期2003年 11月 25日

※調査結果は腐敗球根から採花した切り花も含む。
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